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我孫子市民体育館野球場整備 

 

適切な整備によって、施設本来の精度を維持確保するために行うものであり、年間を通じ

て利用者が安全に利用できるよう実施すること。 

 なお、業務に従事する者の中に公認スポーツ施設管理士の資格を有する者を配置するこ

と。 

 

１．整備内容 

（１）野球場の整備９，５００㎡（内野部分３，０００㎡、外野部分６，５００㎡） 

  ①整備 

   火曜日の午前中及び市民体育館休館日を原則とし、運動場・公園・緑地維持管理専用

トラクタ（グランドローラー、グランドマット、レイキ、グランドブラシ、自動砂散

布機等を装備すること。以下「グラウンド専用管理機等」という。）その他必要な用

具を用いて行う。天候により指定日に実施できない場合は、翌作業可能日の午前９時

までに実施すること。 

  ア．内野全域の不陸修正及び手作業による草取り（フェンス周辺を含む。）並びに石拾

いを行う。 

  イ．ピッチャーマウンド（ブルペンを含む。）及び塁ベース周辺の補修整備を行う。 

  ウ．塁ベース固定器具の脱着確認及びグリス塗布並びに周辺の補修整備を行う。 

  エ．ダッグアウトの清掃を行う。 

  オ．外野全域の不陸整備を行い、手作業による草取り（フェンス周辺を含む。）及び石

拾いを行う。 

  ②実施回数・期間 

   ４月から１２月まで及び３月の間に３８回実施する。 

（２）外野部分草刈、施肥及び集草並びに搬出 

  ①ロータリーモアを用いて行い刈高は１．６ｃｍ以下とする。集草（集草機を用い 

る。）は、その都度実施し、クリーンセンターに搬出する。クリーンセンターで 

要する処分料は委託者が負担することとする。 

  ②実施回数・期間 

   草刈・集草 ４月から１２月まで及び３月の間に１６回実施する。 

   施肥 年２回（春用（バーディーリーフ）１回、秋用（バーディーターフ）１回） 

   芝の育成を促す効果のある土壌改良剤の散布 年２回 

（３）冬季集中整備（１２月から２月の間で実施） 

  ①外野部分の整備 

   全体にエアレーションを行い目土等で不陸整備を行う。また、ウォーニングゾーンを出 
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す。 

  ②内野部分の整備 

・野球場内野専用混合土とグラウンド専用管理機を用いて引き均し、土の掘起し、な

らし、転圧、不陸修正を施工する。その後塩化カルシウムの散布とグラウンド専用

管理機を用いて散布する。 

    ・塁ベース周辺の補修及び仕上げ整備 

   ・ピッチャーマウンド（ブルペンを含む。）の補修及び仕上げ整備 

    ・内野部分に仕上げ砂の散布。 

  ③その他 

    ・野球場内Ｕ字溝の清掃及び周辺の手作業による草刈。 

    ・１塁側・３塁側ダッグアウト前の人工芝の清掃。 

 （４）特別整備 

    ・令和５年度、令和８年度にグラスライン修復作業を行うこと。 

・外野部分の水はけ改善及び根の成長促進のため、令和５年度、令和７年度、令和９

年度に各１回ターフドレイナー等を用いて深度２５㎝以上の切れ込みを入れ、水は

け用の溝を作ること。 

２．報告 

  整備作業の都度、作業日誌（任意様式）と作業記録写真を月ごとに報告書として整理

し、保管すること。 

  なお、教育委員会から要求があったときは、報告書を提出すること。 

３．特記事項 

  スポーツ施設を利用者の目的に応じて快適に安全に利用できるよう施設を維持するため

契約前に使用機材は必ず指定の運動施設用管理機材を有する書類を提出すること。ま

た、機材をリースする場合は必ずリース契約書を添付して承認を得ること。なお、整備

に必要な資材は指定管理者において調達すること。 
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我孫子市民体育館砂入り人工芝庭球場整備 

 

適切な整備によって、施設本来の精度を維持確保するために行うものであり、年間を通じて

利用者が安全に利用できるよう実施すること。 

なお、業務に従事する者の中に公認スポーツ施設管理士の資格を有する者を配置すること。 

 

１．整備内容 

（１）庭球場整備 ３，５２７．３３㎡ 

 ①整備 

  毎月第２月曜日の午前中及び体育館休館日を原則とし、砂入り人工芝庭球場の整備に最

適な専用整備機械、その他必要な用具を使用して行う。天候により指定日に実施できない

場合は、翌作業可能日の午前９時までに実施すること。 

 ア．ブラッシング：芝丈１９㎜の整備が可能である人工芝専用整備機械を用いて、コート

内の砂を均一にする。また、倒れた人工芝を起こし均等にする。 

 イ．砂ほぐし：人工芝専用整備機械（振動ブラシ）を用いてコート内に発生する固化した

砂をほぐす。 

 ウ．コート内（北側、南側Ｕ字溝を含む。）・本部席・出入口階段清掃：コート内の落

葉、種子等の異物を真空掃除機等によって除去する。また、必要に応じてゴミ拾いを

行い環境美化に努める。 

 エ．人工芝専用砂の補充：自動散布器を用いて専用砂の散布を行う。 

 ②実施回数・期間：４月から３月の間で次のとおりとする。 

  ア．ブラッシング ２回／月 

  イ．砂ほぐし   １回／月 

  ウ．コート内・本部席・出入口階段清掃 ２回／月 

    北側・南側Ｕ字溝         ３回／年 

  エ．人工芝専用砂の補充 １回／年 ※補充は必要に応じて行います。使用する砂につ

いては、教育委員会と協議の上、決定すること。 

２．砂塵、降雪等による復旧作業 

 （１）砂塵又は降雪等により、人工芝コートの維持管理に支障が生じたときは、早急に対

処すること。 

 （２）砂塵又は降雪等の復旧整備に係る費用は別途協議とする。 

３．報告 

  整備作業の都度、作業日誌（任意様式）と作業記録写真を月ごとに報告書として整理

し、保管すること。 
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  なお、教育委員会から要求があったときは、報告書を提出すること。 

 

４．特記事項 

 スポーツ施設を利用者の目的に応じて快適に安全に利用できるよう施設を維持するため

契約前に使用機材は必ず指定の運動施設用管理機材を有する書類を提出すること。ま

た、機材をリースする場合は必ずリース契約書を添付して承認を得ること。なお、整備

に必要な資材は指定管理者において調達すること。 
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我孫子市民体育館敷地内草刈等業務 

１．草刈範囲 

（１）面積  約８，１２９㎡ 

  ①中庭                    ２３９０㎡ 

  ②野球場外周                 ２２００㎡ 

  ③野球場及びテニスコート南側水路回り     １５００㎡ 

  ④体育館東側方面                ４００㎡ 

  ⑤玄関脇                    ７４０㎡ 

  ⑥汚水処理施設                 １７０㎡ 

  ⑦第３駐車場南側方面              約５３㎡ 

  ⑧第３駐車場南側緑地帯            約１５０㎡ 

  ⑨第３駐車場東側方面              約２６㎡ 

  ⑩第３駐車場北側方面             約５００㎡ 

（２）草刈及び集草 

  肩掛式草刈機を用いて行うものとする。集草は草刈の都度行い、クリーンセンターに搬出す

る。クリーンセンターで要する処分料は、委託者が負担することとする。 

（３）実施回数・期間 

   年間７回行うものとする。 

（４）樹木植栽の消毒 

   ５月、９月の年２回 

（５）樹木の剪定 

   必要に応じて実施すること。 

（５）花壇草取り、手取り 

   随時行うものとする。 

２．報告 

  整理作業の都度、作業日誌（任意書式）と作業写真を撮影し、月ごとに報告書として整理

し、保管すること。 

  なお、教育委員会から要求があったときは、報告書を提出すること。 
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湖北台中央公園野球場整備 

 

適切な整備によって、施設本来の精度を維持確保するために行うものであり、年間を通じて

利用者が安全に利用できるよう実施すること。 

なお、業務に従事する者の中に公認スポーツ施設管理士の資格を有する者を配置すること。 

 

１．整備内容 

（１）野球場の整備８，３２７㎡（内野部分２，４９９㎡、外野部分５，８２８㎡） 

  ①整備 

   運動場・公園・緑地維持管理専用トラクタ（グランドローラー、グランドマット、レ

イキ、グランドブラシ、自動砂散布機等を装備すること。以下「グラウンド専用管理

機等」という。）その他必要な用具を用いて行う。 

  ア．内野全域の不陸修正及び手作業による草取り（フェンス周辺を含む。）並びに石拾

いを行う。 

  イ．ピッチャーマウンド（ブルペンを含む。）及び塁ベース周辺の補修整備を行う。 

  ウ．塁ベース固定器具の脱着確認及びグリス塗布並びに周辺の補修整備を行う。 

  エ．ダッグアウトの清掃を行う。 

  オ．外野全域の不陸整備を行い、手作業による草取り（フェンス周辺を含む。）及び石

拾いを行う。 

  ②実施回数・期間 

   ４月から１２月まで及び３月の間に６回実施する。 

（２）外野部分草刈、施肥及び集草並びに搬出 

  ①ロータリーモアを用いて行い刈高は１．６ｃｍ以下とする。集草（集草機を用い

る。）は、実施月に１回実施し、クリーンセンターに搬出する。クリーンセンターで

要する処分料は委託者が負担することとする。 

  ②実施回数・期間 

   草刈・集草 ４月から１２月まで及び３月の間に１０回実施する。 

   施肥 年２回（春用（バーディーリーフ）１回、秋用（バーディーターフ）１回） 

   芝の育成を促す効果のある土壌改良剤の散布 年２回 

（３）冬季集中整備（１２月から２月の間で実施） 

   ・野球場内野専用混合土とグラウンド専用管理機を用いて引き均し、土の掘起し、な

らし、転圧、不陸修正を施工する。その後塩化カルシウムの散布とグラウンド専用管

理機を用いて散布する。 

   ・塁ベース周辺の補修及び仕上げ整備 

   ・ピッチャーマウンド（ブルペンを含む。）の補修及び仕上げ整備 
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  ・内野部分に仕上げ砂の散布。 

２．報告 

   整備作業の都度、作業日誌（任意様式）と作業記録写真を月ごとに報告書として整理

し、保管すること。 

   なお、教育委員会から要求があったときは、報告書を提出すること。 

３．特記事項 

   スポーツ施設を利用者の目的に応じて快適に安全に利用できるよう施設を維持するた

め契約前に使用機材は必ず指定の運動施設用管理機材を有する書類を提出すること。

また、機材をリースする場合は必ずリース契約書を添付して承認を得ること。なお、

整備に必要な資材は指定管理者において調達すること。 
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利根川ゆうゆう公園野球場整備 

 

適切な整備によって、施設本来の精度を維持確保するために行うものであり、年間を通じて

利用者が安全に利用できるよう実施すること。 

なお、業務に従事する者の中に公認スポーツ施設管理士の資格を有する者を配置すること。 

 

１．整備内容 

（１）施設面積 ５４，２００㎡（大人用２面、少年用２面） 

野球場  ４９，７００㎡（内野部分１１，７００㎡、外野部分３８，０００㎡） 

その他   ４，５００㎡（野球場周辺及び杭廻り） 

（２）野球場の整備 

   ①整備 

運動場・公園・緑地維持管理専用トラクタ（グランドローラー、グランドマット、レ

イキ、グランドブラシ、自動砂散布機等を装備すること。以下「グラウンド専用管理

機等」という。）その他必要な用具を用いて行う。 

   ア．内野全域の不陸修正及び手作業による草取り（バックネット周辺を含む。）並び

に石拾いを行う。 

   イ．ピッチャーマウンド及び塁ベース周辺の補修整備を行う。 

   ウ．塁ベース固定器具の脱着確認及びグリス塗布並びに周辺の補修整備を行う。 

   エ．バックネット及びベンチ周辺の清掃を行う。 

   ②実施回数・期間 

   ４月から１２月まで及び３月の間に１６回実施する。 

（３）草刈 

  ①外野部分（大人用野球場２面、少年用野球場２面） 

ア．ロータリーモアを用いて行い刈高は１８ｍｍ以下とする。 

イ．４月・５月・１０月・３月は月２回（計８回）実施する。 

  ６月・７月・８月・９月は月３回（計１２回）実施する。 

  合計２０回 

  ②その他 

   肩掛け式草刈機を用いて、野球場周辺及び杭廻り部分を細部にわたり行う。回数は、 

４月から３月の間で１１回実施する。 

（４）集草及び搬出 

   外野部分（大人用野球場２面、少年用野球場２面） 

   ア．ファールエリア及びファールポール間を扇状で結んだフェアゾーン内の集草 

  （集草機を用いる）を行う。 
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   イ．集草及び搬出は４月から１０月及び３月の間で８回実施し、クリーンセンターに

搬出する。クリーンセンターで要する処分料は委託者が負担することとする。 

（５）塩化カルシュウム散布 

   ①あらかじめ、グラウンド専用管理機等その他必要な用具を用いて内野部分の土の掘

起し、ほぐし、ならし、転圧をし、不陸修正をしてから施工する。 

   ②実施時期 

    １２月から２月の間で実施 

（６）ごみ清掃等 

   大人用野球場に隣接する駐車場、駐車場前倉庫、トイレ周辺の草刈、少年用野球場間

のＵ字溝清掃、ゴミ拾いなどを行う。 

２．河川増水による緊急作業 

（１）河川増水により施設が浸水する恐れがあり、かつ、市の指示があった場合は野球場バ

ックネットを撤去し、河川水位が通常水位に減じた後に復旧することとする。 

（２）河川増水により施設が浸水した場合、その他の復旧整備は別途協議とする。 

３．報告 

   整備作業の都度、作業日誌（任意様式）と作業記録写真を月ごとに報告書として整理

し、保管すること。 

   なお、教育委員会から要求があったときは、報告書を提出すること。 

４．特記事項 

   スポーツ施設を利用者の目的に応じて快適に安全に利用できるよう施設を維持するた

め契約前に使用機材は必ず指定の運動施設用管理機材を有する書類を提出すること。

また、機材をリースする場合は必ずリース契約書を添付して承認を得ること。なお、

整備に必要な資材は指定管理者において調達すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10 
 

利根川ゆうゆう公園サッカー場整備 

 

適切な整備によって、施設本来の精度を維持確保するために行うものであり、年間を通じて

利用者が安全に利用できるよう実施すること。 

なお、業務に従事する者の中に公認スポーツ施設管理士の資格を有する者を配置すること。 

 

１．整備内容 

（１）施設面積 ５９，５２０㎡ 

Ａ面（一般用１面）       １７，９２０㎡ 

Ｂ面（一般用１面）        ９，１００㎡ 

（少年用３面）       １７，７００㎡ 

  （多目的フィールド）     ８，８００㎡ 

水路杭廻り（雑草）        ６，０００㎡ 

（２）サッカー場等の整備 

  １）サッカー場等の整備 

サッカー場の草刈、集草、エアレーション（バイブロエアレーション）、目砂散布、

肥料散布、土壌改良剤散布、転圧、散水作業、手取り草刈を行う。各工程において次

に掲げる機能を有する整備機械、その他必要な用具を用いて行う。 

  ①芝刈：刈高１８㎜刈幅１，５００㎜以上の能力を有するリールモア及び刈高１８㎜刈

幅１，５００㎜以上の能力を有するロータリーモアを使用すること。 

  ②集草：整備用トラクタに連結でき、草刈作業と同時に集草が可能な吸引式集草機を用

いること。 

  ③エアレーション：整備用トラクタに連結でき又は自走式で、路圧土壌の破砕、通気性

改善、排水性改善等の作業が可能な機械を用いること。  

  ④目砂散布、肥料散布、土壌改良剤散布：整備用トラクタに連結でき又は自走式で、散

布量の調整機能を有する散布機を用いること。 

  ⑤転圧：５００ｋｇ以上で整備用トラクタに連結でき又は自走式のものを用いること。 

  ⑥散水：常設給水栓からサッカー場全体に散水が可能である機材を用いること。 

  ２）養生 

芝の保護を目的に養生期間を設けること。養生期間については、教育委員会と協議 

の上、決定する。 
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（３）実施回数 

作業内容 施工範囲 回数 

芝刈り及び同時集草 ピッチ、フィールド ２３回 

水路杭周り草刈  １１回 

エアレーション ピッチ ２回 

目砂散布 ピッチ、フィールド １回 

肥料散布 ピッチ、フィールド ２回 

土壌改良剤散布 ピッチ ２回 

転圧 ピッチ、フィールド ２回～３回 

散水 ピッチ、フィールド 随時 

手取り除草 ピッチ 随時 

補修 ゴール前・センターライン沿 １回 

２．河川増水による緊急作業 

河川増水により施設が浸水した場合、ゴールポストの撤去復旧、ヘドロ撤去等の復旧整

備は別途協議とする。 

３．報告 

   整備作業の都度、作業日誌（任意様式）と作業記録写真を月ごとに報告書として整理

し、保管すること。 

   なお、教育委員会から要求があったときは、報告書を提出すること。 

４．特記事項 

   スポーツ施設を利用者の目的に応じて快適に安全に利用できるよう施設を維持するた

め契約前に使用機材は必ず指定の運動施設用管理機材を有する書類を提出すること。

また、機材をリースする場合は必ずリース契約書を添付して承認を得ること。なお、

整備に必要な資材は指定管理者において調達すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



12 
 

 

利根川ゆうゆう公園オフロードコース整備 

 

適切な整備によって、施設本来の精度を維持確保するために行うものであり、年間を通じて利

用者が安全に利用できるよう実施すること。 

なお、業務に従事する者の中に公認スポーツ施設管理士の資格を有する者を配置すること。 

 

１．整備内容 

（１） 施設面積 ２５，０００㎡ 

面    積 １１，０００㎡ 

Ａ：コース及び法面    ２，４００㎡ 

      Ｂ：その他施設内     ７，７００㎡ 

      Ｃ：擬木・樹木・水路周辺   ９００㎡ 

（２）コースの整備  

１）コース及び法面の整備及び草刈 

ロータリーモア、刈払機等を用いてコース内は０ｃｍ、法面は１．８ｃｍで草刈、集

草、搬出を、4月～９月は各月２回実施し１０月、１１月は各月１回実施の計１４回行

うものとする。 

２）その他の施設内草刈 

ロータリーモアで４月～９月は各月２回実施し、１０月、１１月は各月１回実施の計１

４回行うものとする。 

３）擬木、樹木周辺及び水路周り草刈 

 擬木、樹木周辺は４月～９月は各月２回実施し、１０月、１１月は各月１回実施の計

１４回行うものとする。 

 水路周辺は４月、６月、８月、１０月の各月１回計４回行うものとする。 

   ４）コース集中整備 

１１月にバイブロ等を用いて不陸を修復して専用機材を用いて塩化カルシウム散布し散

布後にローラーで転圧する。 

※ 不陸修復に使用する機材は、ロータリーでの掘起しは下地砕石を掘り起こし利用者

転倒時に危険がおよぶ恐れがあるため使用禁止とする。 

５）施設内の樹木の枝は利用者に配慮して地上高２ｍ以下の枝は、随時、剪定するものと

する。 

６）塩化カルシウム散布 

コース内の土流出防止の為、６月及び１１月の集中整備に各３０袋の計６０袋を専用

散布機を用いて散布する。 



13 
 

  

 

 ７）特別整備 

   バンク部分の状態を確認し、指定管理期間中に１回以上、土（２０㎥）を補充し塩化カ

ルシウム（３０袋）を散布し、バンク部分の修復整備を行うこと。 

２．河川増水による緊急作業 

河川増水により施設が浸水した場合、ヘドロ撤去等のその他復旧整備は別途協議とする。 

３．報告 

   整備作業の都度、作業日誌（任意様式）と作業記録写真を月ごとに報告書として整理し、

保管すること。 

   なお、教育委員会から要求があったときは、報告書を提出すること。 

４．特記事項 

   スポーツ施設を利用者の目的に応じて快適に安全に利用できるよう施設を維持するた

め契約前に使用機材は必ず指定の運動施設用管理機材を有する書類を提出すること。ま

た、機材をリースする場合は必ずリース契約書を添付して承認を得ること。なお、整備

に必要な資材は指定管理者において調達すること。 


